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ⅠⅠⅠⅠ    貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表（（（（バランスシートバランスシートバランスシートバランスシート））））    

 

ⅠⅠⅠⅠ----１１１１    貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表とはとはとはとは？？？？    

地方公共団体の決算書は、１年間にどのような収入があり、何にいくら使ったかを

明らかにするものですが、現在どれだけの資産があり、どれだけの負債があるのか

がわかりにくいものとなっています。 

そこで、貸借対照表を作成し、これまでに取得した土地や建物などの資産の状況と

その資産を形成するための財源がどのように調達されたのかを明らかにします。 

貸借対象表は、バランスシートとも呼ばれ、左側（借方）に市が保有している土地・

建物・預金などの「資産」を示し、右側（貸方）にその資産を形成したために、将

来の世代が負担し今後支払が必要となるもの「負債」と、これまでの世代が既に負

担し支払の必要がないもの「純資産」がいくらあるのかが示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅠⅠⅠⅠ----２２２２    貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表のののの作成基準作成基準作成基準作成基準    

貸借対照表については、「新地方公会計制度実務研究会報告書（平成 19 年 10 月

総務省）」に示されている作成方法「総務省方式改訂モデル」に基づき作成していま

す。 

 

（１）対象会計範囲 

普通会計を対象としています。 

（２）作成基準日 

平成 21 年 3 月 31 日を基準日としています。 

ただし、平成 21 年 4 月 1 日から 5 月 31 日までの出納整理期間の収支

は、基準日までに終了したものとして処理しています。 

 

 

資資資資        産産産産    

（土地・建物・預金など） 

負負負負        債債債債    

将来の世代が負担 

（今後、支払いが必要） 

借借借借            方方方方    貸貸貸貸            方方方方    

純純純純    資資資資    産産産産    

これまでの世代が負担 

（支払い不要） 
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（３）基礎数値 

昭和 44 年度以降の決算統計データを基礎数値としています。 

（４）有形固定資産の算定方法 

①取得原価 

  決算統計の普通建設事業費の累計値を取得原価とし、他団体等に対す

る補助金・負担金は控除して算定しています。 

②減価償却 

  用地取得費以外は、当該固定資産取得又は普通建設事業支出の翌年度

から減価償却を開始しています。 

  また、減価償却の方法は残存価額ゼロと定額法とし耐用年数は次のと

おりです。 

耐用年数 耐用年数
総　務　費 土　木　費

庁 舎 等 50 48
そ の 他 25 60

民　生　費 49
保 育 所 30 50
そ の 他 25 30

衛　生　費 25 49
労　働　費 25
農林水産業費 48

造 林 25 20
林 道 48 40
砂 防 30 40
漁 港 50 25
農業農村整備 50 40
海 岸 保 全 30 25
そ の 他 25 25

商　工　費 25 消　防　費
50
10

教　育　費 50
そ　の　他 25

耐耐耐耐　　　　用用用用　　　　年年年年　　　　数数数数　　　　表表表表
決算統計上の区分 決算統計上の区分

都 市 計 画
港 湾

河 川
橋 り ょ う
道 路

街 路
都 市 下 水

海 岸 保 全
砂 防

区 画 整 理
公 園
そ の 他

住 宅
空 港
そ の 他

庁 舎
そ の 他

 

 

③科目対応 

  決算統計上の区分と貸借対照表上の科目との対応関係は次のとおり

です。 

決算統計上の区分 貸借対照表上の科目
総務費、その他 総　務
民生費 福　祉
衛生費 環境衛生
農林水産業費、労働費、商工費 産業振興
土木費 生活インフラ・国土保全
消防費 消　防
教育費 教　育  
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ⅠⅠⅠⅠ----３３３３    貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表のののの概要概要概要概要    

 ⅠⅠⅠⅠ----３３３３----１１１１    総総総総        括括括括        

20 年度末の五島市の「資産」は、1,723 億 5 千 9 百万円（市民 1 人あたり 398 万

4 千円）あります。 

この「資産」を形成するための財源は、国・県の補助金やこれまでの世代が負担

した「純資産」が 1,233 億 9 千 8 百万円（市民 1 人あたり 285 万 2 千円）、将来世代の

負担である「負債」は 489 億 6 千 1 百万円（市民 1 人あたり 113 万 2 千円）となって

います。 

「負債」と「純資産」の割合は、概ね３：7 です。 

 

※金額はいずれも集計単位での四捨五入のため、合計があわないことがあります。 

 

H21.3.31住民基本台帳人口 43,264 人
（単位：千円）

市民1人あたり 市民1人あたり

１　公共資産 162,785,827 3,763 １　固定負債 43,626,965 1,008

（1）有形固定資産 162,711,006 3,761 （1）地方債 37,965,468 878

（2）売却可能資産 74,821 2 （2）長期未払金 537,109 12

（3）退職手当引当金 5,124,388 118

（4）損失補償等引当金 0 0

２　投資等 5,557,139 128 ２　流動負債 5,334,455 123

（1）投資及び出資金 1,059,767 24 （1）翌年度償還予定地方債 4,717,898 109

（2）貸付金 577,139 13 （2）短期借入金 0 0

（3）基金等 3,473,213 80 （3）未払金 330,565 8

（4）長期延滞債権 447,020 10 （4）翌年度支払予定退職手当 0 0

（5）回収不能見込額 0 0 （5）賞与引当金 285,992 7

負 債 合 計 48,961,420 1,131

市民1人あたり

３　流動資産 4,016,119 93 １　公共資産等整備国県補助金等 66,723,322 1,542

（1）現金預金 3,858,768 89 ２　公共資産等整備一般財源等 67,161,816 1,552

（2）未収金 157,351 4 ３　その他一般財源等 △ 10,511,769 △ 242

４　資産評価差額 24,296 1

純 資 産 合 計 123,397,665 2,853

資 産 合 計 172,359,085 3,984 負債・純資産合計 172,359,085 3,984

【純資産の部】

【資産の部】 【負債の部】

貸貸貸貸　　　　借借借借　　　　対対対対　　　　照照照照　　　　表表表表
（平成21年3月31日現在）
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 ⅠⅠⅠⅠ----３３３３----２２２２    資資資資    産産産産        

  １１１１    公共資産公共資産公共資産公共資産    

    資産のうち「公共資産」は、[有形固定資産]と[売

却可能資産]で構成されており、1,627 億 8 千 6 百

万円と「総資産」の 94.4％を占めています。 

 

（1）有形固定資産 

   道路や公園、小中学校・保育所など土地や建物など有形固定資産が

1,627 億 1 千 1 百万円で「総資産」の 94.4％を占めています。 

 

   20 年度では、貝津漁港や矢神漁港等の整備、その他道路などの整備に

より、16 億 7 千 4 百万円の資産を取得しましたが、これまでに取得して

いる有形固定資産の減価償却額が 60 億 4 千万円と、資産の取得額を上回

ったため前年度と比べ 39 億 6 千 1 百万円減少しています。 

 

（2）売却可能資産 

 公共資産のうち、現在行政目的のために使用されていない売却可能資産

は、7 千 5 百万円あります。 

 

 

  ２２２２    投資等投資等投資等投資等    

    資産のうち「投資等」は、公営企業や公社への[出

資金]や[貸付金]、[基金]、[長期延滞債権]など５5

億 5 千 7 百万円となっています。 

 

  

 

（1）投資及び出資金 

 市の水道事業会計や第３セクター、県出資法人などに 10 億 6 千万円の

出資をしています。20 年度では、水道事業会計へ 1 億 3 千 8 百万円、

地方公営企業等金融機構へ 5 百万円の出資を行い、出資団体の投資損失等

により前年度と比べ 1 億 2 千 1 百万円増加しました。 

 

（2）貸付金 

 地域総合整備資金や奨学資金など 5 億 7 千 7 百万円の貸し付けをして

います。20 年度では、貸付金の回収はあるものの新規の地域総合整備資

金の貸し付けにより前年度より 3 千 1 百万円増加しました。 

負負負負    債債債債    資資資資    産産産産    

１ 公共資産 

２ 投資等 

３ 流動資産 純資産純資産純資産純資産    

負負負負    債債債債    資資資資    産産産産    

１ 公共資産 

２ 投資等 

３ 流動資産 純資産純資産純資産純資産    



５ 

（3）基金等 

 まちづくり基金や地域福祉基金などの特定目的基金が 22 億 6 千 6 百

万円、土地開発基金が 12 億 8 百万円あります。 

（4）長期延滞債権 

 市税や住宅使用料、保育料で納付期限から 1 年以上納付されていない債

権が 4 億 4 千 7 百万円あります。 

 

 

  ３３３３    流動資産流動資産流動資産流動資産    

 資産のうち「流動資産」は、財政調整や減債のた

めの[基金]や[現金]、市税等の[未収金]の合計 40

億 1 千 6 百万円となっています。 

 

 

 

（1）現金預金 

 財政調整基金が 21 億 8 千 2 百万円、減債基金が 8 億 4 百万円、歳計

現金が 8 億 7 千 2 百万円あり、現金預金の合計は 38 億 5 千 9 百万円で

総資産の 2.2％を占めています。 

 

    （2）未収金 

 20 年度の歳入として調定していた地方税、保育料や住宅使用料などの

未収金が 1 億 5 千 7 百万円あります。 

 

 

 ⅠⅠⅠⅠ----３３３３----３３３３    負負負負    債債債債        

  １１１１    固定負債固定負債固定負債固定負債    

 負債のうち「固定負債」は、22 年度（翌々年度）

以降に支払や返済が行われる[地方債]、[長期未払

金]、[退職手当引当金]の合計 436 億 2 千 7 百万円

となっています。 

 

 

（1）地方債 

 地方債のうち、翌々年度以降に償還されるものが 379 億 6 千 5 百万円

あり、負債総額の 77.5％を占めています。20 年度に地方債を 17 億 8

千 1 百万円発行し、44 億 9 千万円償還した結果、27 億 9 百万円減少し

て、426 億 8 千 3 百万円となりました。 

 

負負負負    債債債債    資資資資    産産産産    

１ 公共資産 

２ 投資等 

３ 流動資産 純資産純資産純資産純資産    

    

資資資資    産産産産    

負負負負    債債債債    

1 固定負債 

2 流動負債 

 
純資産純資産純資産純資産    



６ 

 

    （2）長期未払金 

 債務負担行為を行っている賃貸契約など翌々年度以降に支出予定の長

期未払金が 5 億 3 千 7 百万円となっています。 

 

    （3）退職手当引当金 

 退職手当引当金は、特別職を含む普通会計の全職員が年度末に全員退職

したと仮定した場合に必要と見込まれる退職手当支給額で 51 億 2 千 4

百万円となっています。 

 

 

 ２２２２    流動負債流動負債流動負債流動負債    

 負債のうち「流動負債」は、１年以内に支払や返

済が行われる[地方債]、[未払金]、[賞与引当金]な

どの合計、53 億 3 千 4 百万円となっています。 

 

 

 

 （1）翌年度償還予定地方債 

 地方債のうち、翌年度の償還予定額は 47 億 1 千 8 百万円となってい

ます。 

 

    （2）短期借入金（翌年度繰上充用金） 

 収支不足は発生していません。 

      

    （3）未払金 

 債務負担行為を行っている賃貸契約など翌年度支出予定の未払金が 3

億 3 千 1 百万円となっています。 

 

    （4）翌年度支払予定退職手当 

 退職手当組合に加入しているため計上額はありません。 

 

    （5）賞与引当金 

 賞与引当金は、翌年度の 6 月に支給される賞与のうち、20 年度負担相

当分で 2 億 8 千 6 百万円となっています。 

    

資資資資    産産産産    

負負負負    債債債債    

1 固定負債 

2 流動負債 

 
純資産純資産純資産純資産    
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 ⅠⅠⅠⅠ----３３３３----４４４４    純純純純    資資資資    産産産産        

  1111    公共資産等整備国県補助金等公共資産等整備国県補助金等公共資産等整備国県補助金等公共資産等整備国県補助金等    

 住民サービスの提供に必要な資産整備など

の財源として国・県から受けた補助金で 667

億 2 千 3 百万円となっています。20 年度に公

共資産整備の財源として受け入れた国県補助

金 7 億 3 百万円に対して、これまで受け入れ

ている国県補助金の償却額が 23 億 5 千 6 百

万円と上回ったために前年度と比べ 16 億 5 千

8 百万円減少しました。 

 

  ２２２２    公共資産等整備一般公共資産等整備一般公共資産等整備一般公共資産等整備一般財源等財源等財源等財源等    

 住民サービスの提供に必要な資産整備などの財源のうち、上記の国・県補助

金と建設地方債を除いたもので 671 億 6 千 2 百万円となっています。 

 

  ３３３３    そのそのそのその他一般財源等他一般財源等他一般財源等他一般財源等    

 公共資産等以外の資産から公共資産等整備財源以外の負債を差し引いた額で

マイナス１05 億 1 千 2 百万円となっています。 

 これは、翌年度以降の負担額のうち、105 億 1 千 2 百万円については使途

が既に拘束されているといえます。 

 具体的には、退職手当引当金や赤字地方債（減税補てん債、臨時財政対策債

など）など資産形成につながらない負債に対して、それらの支出に対する備え

が蓄えられていないことを表しています。 

 ただし、五島市が例外的なわけでではなく、多くの団体がその他一般財源は

マイナスになるものと考えられます。 

 なお、減税補てん債や臨時財政対策債などの赤字地方債については、地方交

付税の代替措置として発行が認められたものであり、償還財源は将来地方交付

税で充当されます。 

 

  ４４４４    資産評価差額資産評価差額資産評価差額資産評価差額    

 売却可能資産の時価評価額と取得価額との差額2千4百万円を資産評価差額

として計上しています。 

    負負負負    債債債債    

    

資資資資    産産産産 

純資産純資産純資産純資産    

１ 公共資産等整備
国県補助金等

２ 公共資産等整備
一般財源等

３ その他一般財源
４ 資産評価差額



８ 

ⅠⅠⅠⅠ----３３３３----５５５５    注注注注        記記記記        

 １１１１    他団体及他団体及他団体及他団体及びびびび民間民間民間民間へのへのへのへの支出金支出金支出金支出金によりによりによりにより形成形成形成形成さささされたれたれたれた資産資産資産資産    

 他団体及び民間への支出金により形成された資産は、総額で 131 億 6 千 6 百

万円あり、このうち 64 億 1 千 9 百万円が一般財源等により充当されています。 

 ２２２２    債務負担行為債務負担行為債務負担行為債務負担行為にににに関関関関するするするする情報情報情報情報    

 物件の購入等に翌年度以降 1 千 5 百万円支出する予定があり、債務保証又は

損失補償は年度末で履行が確定したと想定した場合が 4 億 5 千 5 百万円、その

他には利子補給にかかる翌年度以降支出する額が 12 億 8 千 3 百万円あること

になります。 

 ３３３３    交付税措置地方債交付税措置地方債交付税措置地方債交付税措置地方債のののの金額金額金額金額    

 地方債残高 426 億 8 千 3 百万円のうち、304 億 7 千 9 百万円（71％）に

ついては、将来の地方交付税の算定基礎額に含まれることが見込まれています。 

 ４４４４    普通会計普通会計普通会計普通会計のののの将来負担将来負担将来負担将来負担にににに関関関関するするするする情報情報情報情報    

 普通会計の将来負担額 538 億８千 6 百万円に対して 397 億 6 千 7 百万円の

基金等将来負担軽減資産があり、差引き実質的な負担額は 141 億 1 千 9 百万円

となります。 

 ５５５５    土地及土地及土地及土地及びびびび減価償却累計額減価償却累計額減価償却累計額減価償却累計額    

 有形固定資産 1,627 億 1 千 1 百万円のうち、土地が 135 億 8 千 1 百万円

あり、償却資産は 1,492 億 5 百万円となります。 

 減価償却累計額は 1,061 億 9 百万円あり、償却資産の取得価格 2,553 億 1

千 4 百万円に対して 41.6％の減価償却が進んでいることになります。 

 

ⅠⅠⅠⅠ----４４４４    貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表をををを用用用用いたいたいたいた財務分析財務分析財務分析財務分析    

 ⅠⅠⅠⅠ----４４４４----１１１１    社会資本形成社会資本形成社会資本形成社会資本形成のののの世代間負担比率世代間負担比率世代間負担比率世代間負担比率        

 社会資本の整備結果を示す公共資産を、これまでの世代（過去及び現世代）と将

来世代でどれだけ負担するのかを示す比率です。 

 これまでの世代に負担が 75.８％、将来世代の負担が 24.２％となっています。 

 

 

 

 

これまでのこれまでのこれまでのこれまでの世代世代世代世代がががが負担負担負担負担    

【【【【７７７７５５５５．．．．８８８８％】％】％】％】 

純資産合計（Ｂ）1,233 億 9 千 8 百万円 

将来世代将来世代将来世代将来世代がががが負担負担負担負担    

【【【【２２２２４４４４．．．．２２２２％】％】％】％】    

（Ａ）－（Ｂ） 

 

公共資産合計公共資産合計公共資産合計公共資産合計（Ａ）（Ａ）（Ａ）（Ａ）    

1,627 億 1 千 1 百万円 
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 ⅠⅠⅠⅠ----４４４４----２２２２    歳入額対資産比歳入額対資産比歳入額対資産比歳入額対資産比率率率率        

 歳入総額に対する資産の比率は、現在の資産が形成されるために、何年分の歳入

が充当されているのかを示す比率で、年数が多いほど社会資本の整備が進んでいる

と考えられます。平均的な値は、3～７年と言われており、五島市では、約 6.4 年

分の歳入に相当する資産を保有していることになります。 

（単位：百万円） 

項      目 20 年度 19 年度 増 減 

歳 入 合 計    Ａ 26,725 27,520 △795 

資 産 合 計    Ｂ 172,359 175,281 △2,922 

歳入額対資産比率  Ｂ/Ａ 6.4 年 6.4 年 0.0 年 

 

 ⅠⅠⅠⅠ----４４４４----３３３３    20202020 年度年度年度年度とととと 11119999 年度年度年度年度のののの比較比較比較比較        

 「資産」は、前年度末に比べ 29 億 2 千 2 百万円減少しました。 

 主な要因は 20 年度の資産取得よりも、これまでに取得している有形固定資産の

減価償却額が上回ったために減少したものです。 

 「負債」は、前年度末に比べ 40 億 7 千 2 百万円減少しました。 

 主な要因は 20 年度に発行した地方債よりも償還額が上回ったため、地方債残高

が減少したことによるものと、退職手当引当金が減少したことです。 

 「純資産」は、前年度末に比べ 11 億 5 千万円増加しました。 

（単位：千円）

H20 H19 増減 Ｈ20 Ｈ19 増減

１　公共資産 162,785,827 166,730,628 △ 3,944,801 １　固定負債 43,626,965 48,108,603 △ 4,481,638

（1）有形固定資産 162,711,006 166,671,832 △ 3,960,826 （1）地方債 37,965,468 40,961,769 △ 2,996,301

（2）売却可能資産 74,821 58,796 16,025 （2）長期未払金 537,109 431,862 105,247
（3）退職手当引当金 5,124,388 6,714,972 △ 1,590,584

（4）損失補償等引当金 0 0 0

２　投資等 5,557,139 5,283,999 273,140 ２　流動負債 5,334,455 4,925,062 409,393
（1）投資及び出資金 1,059,767 938,853 120,914 （1）翌年度償還予定地方債 4,717,898 4,430,513 287,385
（2）貸付金 577,139 546,036 31,103 （2）短期借入金 0 0 0
（3）基金等 3,473,213 3,348,384 124,829 （3）未払金 330,565 191,772 138,793
（4）長期延滞債権 447,020 450,726 △ 3,706 （4）翌年度支払予定退職手当 0 0 0
（5）回収不能見込額 0 0 0 （5）賞与引当金 285,992 302,777 △ 16,785

48,961,420 53,033,665 △ 4,072,245

Ｈ20 Ｈ19 増減

３　流動資産 4,016,119 3,266,301 749,818 １　公共資産等整備国県補助金等66,723,322 68,381,127 △ 1,657,805

（1）現金預金 3,858,768 3,142,507 716,261 ２　公共資産等整備一般財源等 67,161,816 67,393,623 △ 231,807
（2）未収金 157,351 123,794 33,557 ３　その他一般財源等 △ 10,511,769 △ 13,535,758 3,023,989

４　資産評価差額 24,296 8,271 16,025

123,397,665 122,247,263 1,150,402

172,359,085 175,280,928 △ 2,921,843 172,359,085 175,280,928 △ 2,921,843負債・純資産合計資 産 合 計

純 資 産 合 計

貸貸貸貸　　　　借借借借　　　　対対対対　　　　照照照照　　　　表表表表

【資産の部】 【負債の部】

【純資産の部】

負 債 合 計
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 ⅠⅠⅠⅠ----４４４４----４４４４    資産老朽化比率資産老朽化比率資産老朽化比率資産老朽化比率        

 有形固定資産のうち、土地以外の償却資産の取得価格に対する減価償却累計額の

割合をみることにより、耐用年数に比して償却資産の取得からどの程度経過してい

るのか把握することができます。 

 平均的な値は、35％～50％の間の比率といわれており、五島市の資産老朽化比

率は、41.6％になっています。 

（単位：百万円） 

項     目 20 年度 19 年度 増減 

減価償却累計額       Ａ 106,109 100,064 6,045 

有形固定資産合計      Ｂ 162,711 166,672 △3,961 

土    地        Ｃ 13,581 13,325 △256 

資産老朽化比率 Ａ／（Ｂ－Ｃ＋Ａ） 41.6％ 39.5％ 2.1％ 

 

 ⅠⅠⅠⅠ----４４４４----５５５５    有形固定資産有形固定資産有形固定資産有形固定資産のののの行政目的別割合行政目的別割合行政目的別割合行政目的別割合        

 有形固定資産の行政目的別割合をみることにより、行政分野ごとの公共資産形成

の比重を把握することができます。 

 これをみると、⑤産業振興が 43.6％と大きな比重を占めており、次いで①生活

インフラ・国土保全が 33.5％、②教育費が 11.5％、④環境衛生費が 5.7％の順

になっています。 

（単位：千円、％）

資産額 構成比

①生活インフラ・国土保全 53,740,970 33.0%

②教育 18,702,054 11.5%

③福祉 4,071,317 2.5%

④環境衛生 9,218,042 5.7%

⑤産業振興 70,887,860 43.6%

⑥消防 1,381,490 0.8%

⑦総務 4,709,273 2.9%

有形固定資産合計 162,711,006 100.0%

Ｈ20
目 的

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有形固定資産有形固定資産有形固定資産有形固定資産のののの行政目的別割合行政目的別割合行政目的別割合行政目的別割合（（（（平成平成平成平成20202020年度末年度末年度末年度末））））

①生活インフラ・国土保全

②教育

③福祉

④環境衛生

⑤産業振興

⑥消防

⑦総務
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ⅡⅡⅡⅡ    行政行政行政行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書    

 

 ⅡⅡⅡⅡ----１１１１    行政行政行政行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書とはとはとはとは？？？？    

 行政コスト計算書は、民間企業会計における損益計算書にあたるもので、1 年

間の行政活動のうち福祉サービスやごみの収集のように「資産の形成につながら

ない行政サービスに要する経費（経常行政コスト）」と「その行政サービスの対

価として得られた財源（経常収益）」を対比させた財務書類です。 

 

 ⅡⅡⅡⅡ----２２２２    行政行政行政行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書のののの作成基準作成基準作成基準作成基準    

 行政コスト計算書については、「新地方公会計制度実務研究会報告書（平成 19

年 10 月総務省）」に示されている作成方法「総務省方式改訂モデル」に基づき

作成しています。 

 

（１）コストの範囲 

 現金の出納に止まらず、行政サービスに要した 20 年度の全てのコスト

（現金支出に、減価償却費、退職手当引当金といった非現金支出を加えた

もの）を計上しています。 

 

（２）性質別経費の分類 

  

【【【【経常経常経常経常コストコストコストコスト】】】】

人件費 給与費から退職手当組合負担金及び前年度賞与引当金を除いた金額
退職手当引当金繰入等 当該年度に引当金として新たに繰り入れた額など
賞与引当金繰入額 翌年度に支払うことが予定される賞与のうち当年度負担分

物件費 旅費、備品購入費、委託料、光熱水費などの経費
維持補修費 施設などの維持補修に要する経費
減価償却費 有形固定資産の当年度減価償却額

社会保障給付 児童手当、児童扶養手当、高齢者や障害者、生活保護に対する扶助費など
補助金等 一部事務組合に対する負担金、公営企業や各種団体に対する補助金など
他会計への支出額 特別会計など他会計に対する繰出金
他団体への公共資産整備補助金等 他団体への公共資産整備費に対する補助金、負担金

支払利息 地方債の利子支払額
回収不能見込計上額 時効等により徴収不能となった市税や使用料・手数料など
その他行政コスト 上記以外のコスト

【【【【経常収益経常収益経常収益経常収益】】】】
施設を利用した際に徴収する料金の調定額
戸籍や住民票、税務証明の発行など手数料の調定額
分担金・負担金、寄附金の調定額

経常行政コストから行政サービス提供の対価である使用料・手数料や負担金・
分担金などの経常収益を差し引いた金額

人人人人にかかるにかかるにかかるにかかるコストコストコストコスト

物物物物にかかるにかかるにかかるにかかるコストコストコストコスト

移転支出的移転支出的移転支出的移転支出的ななななコストコストコストコスト

そのそのそのその他他他他ののののコストコストコストコスト

使用料使用料使用料使用料
手数料手数料手数料手数料
分他金分他金分他金分他金・・・・負担金負担金負担金負担金・・・・寄附金寄附金寄附金寄附金

純経常行政純経常行政純経常行政純経常行政コストコストコストコスト
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 ⅡⅡⅡⅡ----３３３３    行政行政行政行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書のののの概要概要概要概要    

  ⅡⅡⅡⅡ----３３３３----１１１１    総総総総        括括括括        

 20 年度の「経常行政コスト」は、減価償却費や退職手当引当金といった非現

金支出を含め 233 億 1 百万円（市民 1 人あたり 54 万 1 千円）、これに対して、「経常

収益」は 6 億 4 千 8 百万円（市民 1 人あたり 1 万 5 千円）（受益者負担割合は 2.8％）

で、差し引き「純経常行政コスト」は 226 億 5 千 3 百万円（市民 1 人あたり 52 万

6 千円）となっています。 

43,264 人
（単位：千円）

金　　　額 （市民1人あたり） （構成比率）

23,300,64523,300,64523,300,64523,300,645 541541541541 100.0%100.0%100.0%100.0%

3,935,7123,935,7123,935,7123,935,712 92929292 16.9%16.9%16.9%16.9%
（1）人件費 4,270,780 99 18.3%
（2）退職手当引当金繰入等 △ 621,060 △ 14 -2.7%
（3）賞与引当金繰入額 285,992 7 1.2%

9,137,6519,137,6519,137,6519,137,651 212212212212 39.2%39.2%39.2%39.2%
（1）物件費 2,974,393 69 12.8%
（2）維持補修費 118,674 3 0.5%
（3）減価償却費 6,044,584 140 25.9%

9,091,8249,091,8249,091,8249,091,824 210210210210 39.0%39.0%39.0%39.0%
（1）社会保障給付 3,425,836 79 14.7%
（2）補助金等 1,839,428 43 7.9%
（3）他会計等への支出額 3,380,394 78 14.5%
（4）他会計への 446,166 10 1.9%
　　公共資産整備補助金等

1,135,4581,135,4581,135,4581,135,458 27272727 4.9%4.9%4.9%4.9%
（1）支払利息 806,921 19 3.5%
（2）回収不能見込計上額 84,497 2 0.4%
（3）その他行政コスト 244,040 6 1.0%

647,611647,611647,611647,611 15151515 2.8%2.8%2.8%2.8%

１ 使 用 料 ・ 手 数 料 ｂ 408,201 9 1.8%
２ 分 担 金 ・ 負 担 金 ・ 寄 附 金 ｃ 239,410 6 1.0%

22,653,03422,653,03422,653,03422,653,034 526526526526 97.2%97.2%97.2%97.2%

経 常 収 益 ｄ

４．その他のコスト

３．移転支出的なコスト

（差引）純経常行政コスト ａ－ｄ

行政行政行政行政コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書
自　平成20年4月 1日
至　平成21年3月31日

１．人にかかるコスト

２．物にかかるコスト

　　　　　　Ｈ21.3.31住民基本台帳人口

経経経経 常常常常 行行行行 政政政政 ココココ スススス トトトト ａａａａ
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 ⅡⅡⅡⅡ----３３３３----２２２２    経常行政経常行政経常行政経常行政コストコストコストコスト        

  １１１１    性質別行政性質別行政性質別行政性質別行政コストコストコストコスト    

 資産形成に結びつかない１年間の行政サービスを提供するために要した経費

を性質別に見てみると、人件費など「人にかかるコスト」が 39 億 3 千 6 百万

円で「経常行政コスト」の 16.9％を占めています。 

 物件費、減価償却費など「物にかかるコスト」は、91 億 3 千 8 百万円で「経

常行政コスト」の 39.2％を占めており、内訳は、物件費が 29 億 7 千 4 百万円、

維持補修費が 1 億 1 千 9 百万円、減価償却費が 60 億 4 千 5 百万円となってい

ます。 

 社会保障給付や他会計への支出など「移転支出的なコスト」は、90 億 9 千 2

百万円で「経常行政コスト」の 39.0％を占めており、主なものは、社会保障給

付が 34 億 2 千 6 百万円、他会計等への支出額が 33 億 8 千万円です。 

 支払利息など「その他のコ

スト」は、11 億 3 千 5 百万

円で「経常行政コスト」の

4.9％を占めており、支払利

息が 8 億 7 百万円、その他

行政コストが 2 億 4 千 4 百

万円となっています。 

 

  ２２２２    目的別行政目的別行政目的別行政目的別行政コストコストコストコスト    

 「経常行政コスト」を目的別に見てみると、福祉が 64 億 8 千 3 百万円（構

成比27.8％）と最も多く、次に産業振興が43億1千8百万円（構成比18.5％）、

環境衛生が 36 億 2 百万円（構成比 15.5％）、総務が 22 億 9 千 7 百万円（構

成比 9.9％）、教育が 22 億 6 千 3 百万円（構成比 9.7％）、生活インフラ・国土

保全 20 億 5 千 6 百万円（構成比 8.8％）の順になっています。 
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その他のコスト
1,135,458千円

 4.9%

移転支出的な
コスト

9,091,824千円
39.0%

物にかかるコスト
9,137,651千円

39.2%

人にかかるコスト
3,935,712千円

16.9%
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 ⅡⅡⅡⅡ----３３３３----３３３３    経常収益経常収益経常収益経常収益        

  １１１１    性質別経常収益性質別経常収益性質別経常収益性質別経常収益    

 「使用料・手数料」は、4 億 8 百万円、「分担金・負担金・寄附金」が 2 億 3

千 9 百万円となっています。 

 

２２２２    目的別経常収益目的別経常収益目的別経常収益目的別経常収益    

 「経常行政コスト」と「経常収益」との比率を目的別にみてみると、環境衛生

[火葬場使用料、ごみ処理手数料]では 5.7％、支払利息[住宅使用料]では、4.0％、

福祉[保育料]では、3.7％、生活インフラ・国土保全[住宅使用料]では、1.6％と

なっており、「経常行政コスト」の多くが受益者負担以外の税金等で賄われてい

ることがわかります。 

 

ฃ益者負担割合

4.0%

0.0%
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１５ 

ⅢⅢⅢⅢ    純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書    

 

 ⅢⅢⅢⅢ----１１１１    純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書とはとはとはとは？？？？    

 純資産変動計算書は、民間企業会計における株主資本等変動計算書にあたるも

ので、貸借対照表の純資産の部に計上されている各数値が１年間でどのように変

動したのかを表している財務書類です。 

 

 ⅢⅢⅢⅢ----２２２２    純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書のののの概要概要概要概要    

  ⅢⅢⅢⅢ----２２２２----１１１１    総総総総        括括括括        

 20 年度の純経常行政コスト 226 億 5 千 3 百万円に対して、地方税や地方交

付税などの一般財源が 189 億 5 千 6 百万円、補助金等が 47 億 9 千 5 百万円

あり、公共資産除売却損益など臨時的な要因による財源が 5 千 3 百万円の増と

なっており、合計で 11 億 5 千万円の財源超過となりました。 

 この結果、期首に 1,222 億 4 千 7 百万円であった純資産残高が、期末では

1,233 億 9 千 8 百万円となりました。 

 

 

純資産合計純資産合計純資産合計純資産合計

期首純資産残高期首純資産残高期首純資産残高期首純資産残高 122,247,263122,247,263122,247,263122,247,263

純経常行政純経常行政純経常行政純経常行政コストコストコストコスト △ 22,653,034△ 22,653,034△ 22,653,034△ 22,653,034

一般財源一般財源一般財源一般財源 18,955,87418,955,87418,955,87418,955,874

地方税 3,533,294
地方交付税 14,204,780
その他行政コスト充当財源 1,217,800

補助金等受入補助金等受入補助金等受入補助金等受入 4,794,8414,794,8414,794,8414,794,841

臨時損益臨時損益臨時損益臨時損益 52,72152,72152,72152,721 1,150,4021,150,4021,150,4021,150,402

災害復旧事業費 △ 9,849
公共資産除売却損益 84,856
投資損益 △ 22,286

資産評価替資産評価替資産評価替資産評価替えによるえによるえによるえによる変動額変動額変動額変動額 0000

無償受贈資産受入無償受贈資産受入無償受贈資産受入無償受贈資産受入 0000

そのそのそのその他他他他 0000

期末純資産残高期末純資産残高期末純資産残高期末純資産残高 123,397,665123,397,665123,397,665123,397,665

純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書純資産変動計算書
自　平成20年4月　1日
至　平成21年3月31日

（単位：千円）
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 ⅢⅢⅢⅢ----２２２２----２２２２    純資産純資産純資産純資産のののの内訳内訳内訳内訳        

  １１１１    公共資産等整備国県補助金等公共資産等整備国県補助金等公共資産等整備国県補助金等公共資産等整備国県補助金等    

 貝津漁港、矢神漁港等整備、奥町木場町線街路整備、その他道路などの整備

で、7 億 3 百万円の国県補助金を受け入れましたが、国県補助金を財源として

いる基金からの繰入金 6 百万円と国県補助金の減価償却費が 23 億 5 千 6 百

万円あり、前年度と比べ 16 億 5 千 8 百円減少した結果、期末純資産残高は

667 億 2 千 3 百万となりました。 

 

  ２２２２    公共資産等整備一般財源等公共資産等整備一般財源等公共資産等整備一般財源等公共資産等整備一般財源等    

 前述の資産整備などの財源のうち、国・県補助金と建設地方債を除いたもの

で、671 億 6 千 2 百万円となっています。 

 

  ３３３３    そのそのそのその他一般財源等他一般財源等他一般財源等他一般財源等    

  （1）純経常行政コストと財源 

 「純経常行政コスト」226 億 5 千 3 百万円に対して、地方税や地方交付

税などの一般財源が 189 億 5 千 6 百万円、補助金が 40 億 9 千 1 百万円あ

りますが、3 億 9 千 4 百万円の財源超過となっています。 

  （2）臨時損益 

 災害復旧事業費 1 億円のほか、公共資産売却に伴う利益 8 千 5 百万円など

があり、合計プラス 5 千 3 百万円となっています。 

  （3）科目振替 

    ①公共資産整備への財源投入、貸付金・出資金等への財源投入 

 5 億 6 千 8 百万円の一般財源を公共資産整備に充当しましたがマイナス

7 億 6 千 1 百万円の前年度との調整をし、3 億 1 百万円の一般財源を貸付

金・出資金等に充当しました。 

    ②貸付金・出資金等の回収、減価償却による財源増 

 貸付金・出資金等の回収等により 2 億６千９百万円の一般財源を回収し、

減価償却により、60 億 4 千 5 百万円をその他一般財源へ振り替えました。 

    ③地方債償還に伴う財源振替 

 公共資産等整備の財源として発行していた地方債を一般財源で 35 億 5

千 6 百万円償還したことにより、その他一般財源から公共資産等整備一般

財源へ振り替えました。 

 以上の結果、その他一般財源等は 30 億 2 千 4 百万円増加し、マイナス 105

億 1 千 2 百万円となっています。 

 

        ４４４４    資産評価差額資産評価差額資産評価差額資産評価差額    

 公共資産処分による資産評価差額が 1 千 6 百万円の増となっています。 



１７ 

ⅣⅣⅣⅣ    資金収支計算書資金収支計算書資金収支計算書資金収支計算書    

 

 ⅣⅣⅣⅣ----１１１１    資金収支計算書資金収支計算書資金収支計算書資金収支計算書とはとはとはとは？？？？    

 資金収支計算書は、民間企業会計におけるキャッシュフロー計算書にあたるも

ので、歳計現金（＝資金）の出入りの情報を「経常的収支の部」「公共資産整備

収支の部」「投資・財務的収支の部」の３つの区分に分けて表わした財務書類で

す。 

 

 ⅣⅣⅣⅣ----２２２２    資金収支計算書資金収支計算書資金収支計算書資金収支計算書のののの概要概要概要概要    

  ⅣⅣⅣⅣ----２２２２----１１１１    総総総総        括括括括        

 「経常的収支の部」で生じた収支余剰（黒字）63 億 5 千万円で、「公共資産

整備収支の部」の収支不足額（赤字）6 億 8 千万円と「投資・財務的収支の部」

の収支不足額（赤字）53 億 1 千 2 百万円を補てんしています。 

 「経常的収支の部」の黒字よりも「公共資産整備収支の部」と「投資・財務的

収支の部」の収支不足額の合計が小さいため、期首に 5 億 1 千 4 百万円あった

現金が、期末では 3 億 5 千 8 百万円増加し、8 億 7 千 2 百万円となっています。 

収　　入 支　　出
収　　入 支　　出 1,715,751千円 2,395,791千円

　・国県補助金等 　・公共資産整備支出
　・地方債発行額 　・公共資産整備補助金等
　・基金取崩額 　・他会計等への建設費
　・その他 　　充当財源繰出

　・地方税 　・人件費
　・地方交付税 　・物件費
　・国県補助金 　・社会保障給付
　・使用料、手数料 　・補助金等
　・分担金、負担金等 　・支払利息
　・諸収入 　・他会計等への事務費
　・地方債発行額 　　充当財源繰出
　・基金取崩額 　・その他
　・その他

　・国県補助金等 　・投資及び出資金
　・貸付金回収額 　・貸付金
　・基金取崩額 　・基金積立金
　・地方債発行額 　・他会計等への公債費
　・公共資産等売却収入 　　充当財源繰出
　・その他 　・地方債償還額

6,350,010千円
5,312,174千円

①-（②+③）
357,796千円

収支余剰　①

期首歳計現金残高 期末歳計現金残高
514,298千円 872,094千円

収支不足　③

経常的収支の部 公共資産整備収支の部

投資・財務的収支の部

680,040千円

収支不足　②

23,929,484千円 17,579,474千円

565,016千円 5,877,190千円

収　　入 支　　出
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ⅣⅣⅣⅣ----２２２２----２２２２    経常的収支経常的収支経常的収支経常的収支のののの部部部部        

   １１１１    経常的支出経常的支出経常的支出経常的支出    

 人件費や物件費、社会保障給付費、補助金、支払利息、他会計へ繰出金な

ど日常の行政サービスを行うにあたって必要な費用で 175 億 7 千 9 百万円

となっています。 

 支出額の大きい順に、人件費 55 億 4 千 3 百万円、社会保障給付 34 億 2

千 6 百万円、物件費 29 億 7 千 4 百万円、他会計への事務費等繰出金 28 億

6 千 1 百万円などとなっています。 

 

   ２２２２    経常的収入経常的収入経常的収入経常的収入    

 地方税や地方交付税など日常の行政サービスを行うための支出を賄う収入

で 239 億 2 千 9 百万円となっています。 

 収入額の大きい順に、地方交付税 142 億 5 百万円、国県補助金等 39 億 3

千 6 百万円、地方税 34 億 2 千 6 百万円、地方債発行額 6 億 7 千万円など

となっています。 

 この結果、経常的収支の差額 63 億 5 千万円が公共資産整備や地方債償還

などに充当されることになります。 

 

  ⅣⅣⅣⅣ----２２２２----３３３３    公共資産整備収支公共資産整備収支公共資産整備収支公共資産整備収支のののの部部部部        

   １１１１    支出支出支出支出    

 社会資本を整備した公共資産整備支出が 17 億 8 千 5 百万円、他団体に補

助金を支出して公共資産を整備した公共資産整備補助金等支出が 4 億 4 千 6

百万円、他会計への繰出金や補助金等のうち建設費に充てられたものが 1 億

6 千 5 百万円で、合計では 23 億 9 千 6 百万円となっています。 

   ２２２２    収入収入収入収入    

 公共資産整備支出の財源となった国県補助金等が 8 億 5 千 3 百万円、地方

債発行額が 8 億 5 百万円、その他の収入が 5 千 7 百万円で、合計では 17

億 1 千 6 百万円となっています。 

 この結果、公共資産整備収支の額は 6 億 8 千万円の赤字となっていますが、

この不足額は、経常的収支の黒字から賄われたことになります。 

 

  ⅣⅣⅣⅣ----２２２２----４４４４    投資投資投資投資・・・・財務的収支財務的収支財務的収支財務的収支のののの部部部部        

１１１１    支出支出支出支出    

 貸付金が 1 億 3 千 4 百万円、基金への積立金が 5 億 8 百万円、定額運用

基金への繰出金が 4 百万円、他会計等への公債費充当繰出支出が 4 億 9 千 3

百万円、地方債償還額が 44 億 9 千万円で、合計では 58 億 7 千 7 百万円と



１９ 

なっています。 

 

   ２２２２    収入収入収入収入    

 積立金の財源となった国県補助金等が 5 百万円、支出の財源となった貸付

金回収額が 1 億 3 百万円、地方債発行額が 3 億 5 百万円、公共資産等売却

収入が 1 千 4 百万円、その他の収入が 1 億 3 千 7 百万円で、合計では 5 億

6 千 5 百万円となっています。 

 この結果、投資・財務的収支の額は 53 億 1 千 2 百万円の赤字となってい

ますが、この不足額は、経常的収支の黒字から賄われたことになります。 

 

  ⅣⅣⅣⅣ----２２２２----５５５５    注注注注        記記記記        

   １１１１    一時借入金一時借入金一時借入金一時借入金にににに関関関関するするするする情報情報情報情報    

 一時借入金の借入限度額は 60 億円となっていますが、20 年度中の一時借

入金残高最高額は、20 年４月の 39 億 3 千万円となっています。 

 

   ２２２２    基礎的財政収支基礎的財政収支基礎的財政収支基礎的財政収支にににに関関関関するするするする情報情報情報情報    

 基礎的財政収支とは、地方債などの借金を除いた歳入と、過去の借金の元

利払いなどを除いた歳出の差のことで、歳出のほうが多ければ将来の借金負

担が増加していることになり、歳出の方が少なければ借金が減少しているこ

とを示します。 

 20 年度では、道路整備や漁港整備などにより地方債の発行額が 17 億 8

千 1 百万円となり、地方債の元利償還額 52 億 9 千 6 百万円を下回ったこと

と、財政調整基金等の取崩を行わず積立を 3 億 5 千 8 百万円したことで基礎

的財政収支は 42 億 3 千 1 百万円のプラスとなっています。 

                          （単位：千円） 

基礎的財政収支基礎的財政収支基礎的財政収支基礎的財政収支    Ａ－ＢＡ－ＢＡ－ＢＡ－Ｂ    4,230,9614,230,9614,230,9614,230,961    

収入総額（繰越金除く） 26,210,251 

地方債発行額 △1,780,800 

財政調整基金等取崩額 0 

基
礎
的
収
入 

基礎的収入合計   Ａ 24,429,451 

支出総額 25,852,455 

地方債元利償還額 △5,295,500 

財政調整基金等積立額 △358,465 

基
礎
的
支
出 

基礎的支出合計   Ｂ 20,198,490 


